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　こんにちは。メディセレのしゃっち
ょう、児島惠美子です。このほど全国
の高校で進路指導を担当する先生に
「進路指導では生徒の何を重視して、
どの学部を勧めているのか？」という
アンケートを取りました。
　264校から回答があり、先日の日本
薬学教育学会大会でポスター発表いた
しましたが、要点をざっくりいいま
すと、▽看護学部は、学業成績が悪
くてもコミュニケーション能力の高
い子に勧める▽薬学部は、学業成績は
良いが、コミュニケーション能力が一
番低い子に勧める――という結果にな
りました。
　コミュニケーション能力を重視す
る学部別順位は、１位「看護学部」
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72.3％、２位「医学部」53.4％、３
位「歯学部」39.8％、４位「その他
の医療系学部」37.1％、５位「薬学部」
28.4％となり、薬学部は最下位でし
た。
　薬剤師の業務が「対物」から「対人」
へと移り変わる中、コミュニケーショ
ン能力の重要性が叫ばれています。で
は、どうすればその能力は高まるので
しょうか。
　まずは相手に興味を持つこと。人は、
自分のことを分かってくれている人に
好感を持ち、信頼を寄せます。相手と
の共通点や違いを見つけましょう。
　共感することも重要です。人は様々
な状況に陥ります。その状況に共感し
てくれる人に好感を持ちます。相手の
気持ちになって、同じ感情を持ってみ
ましょう。
　相手との一体感をつくる技術もあり

ます。スピードや口調などを合わせる
“ペーシング”や、ジェスチャーを相手
と鏡写しにする“ミラーリング”を試し
てみてください。
　聞き上手になって、相手の話をよく
聞きましょう。コミュニケーション能
力は話すことだけではありません。う
なずきや相槌を入れるだけで印象が変
わります。
　話が長かったり、結論が分からなか
ったりする話し方は、相手に伝わらな
い代表例です。話す順番を変え、結論
から先に話しましょう。
　これらの理論に加えて、テレビでも
構いませんので、説明や相槌が上手い
人など、コミュニケーション能力の高
い人をよく観察し、真似をしてみてく
ださい。コミュニケーション能力を磨
き、薬の知識を増やして、人のお役に
立てる薬剤師になりましょう！
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　グラクソ・スミスク
ライン（ＧＳＫ）、沢
井製薬、東和薬品など
製薬企業11社は、抗
潰瘍薬「ラニチジン」
（先発品名：ザンタッ

ク）の自主回収を開始した。
　ラニチジンは、胃潰瘍、十二指
腸潰瘍、逆流性食道炎などを適応
症に持つＨ２受容体拮抗剤であ
る。国内では、ＧＳＫが先発品の
「ザンタック」を販売しているほ
か、複数の製薬企業が後発品のラ
ニチジンを販売していた。
　ラニチジンと同剤の原薬をめぐ
っては、海外で発癌性物質である
微量のＮ－ニトロソジメチルアミ

ン（ＮＤＭＡ）が検出され、欧米
の規制当局が現在、安全性評価を
実施している。国内でも厚生労働
省が９月、ラニチジン、または同
剤と類似の化学構造を持つ「ニザ
チジン」（先発品名：アシノン）
を販売する製薬企業13社に対し、
ＮＤＭＡ混入の有無を分析するよ
う事務連絡を発出しており、ラニ
チジンについては、分析結果が判
明するまで製品出荷を行わないよ
う求めていた。
　こうした中、ＧＳＫは、同剤を
製造委託している海外工場から販
売を中断するよう欧州医薬品品質
部門から通告されたとの情報を入
手したことから、予防的措置とし

て９月に「クラス２」の自主回収
を決め、10月に回収分類をクラ
ス２からクラス１に引き上げ、患
者に処方済みの製剤を含む全ロッ
トの回収に踏み切った。
　また、後発品を販売する日医工
と沢井製薬、鶴原製薬、ニプロも、
予防的措置から「クラス１」の自
主回収に踏み切り、回収した製剤
と原薬について混入があるかど
うかを調べ、分析結果が判明後
に出荷を再開するとしている。
その他の企業も混入の調査を行
い、マイラン製薬、陽進堂、小林

化工、東和薬品、日本ジェネリッ
ク、武田テバファーマの６社が管
理指数を超えたＮＤＭＡが検出さ
れたと発表。医療機関からの自主
回収に加え、先月16日から患者
の手元にある製剤も自主回収して
いる。
　ラニチジンを販売する11社は、
患者に対しては医療機関で代替薬
に切り替えるよう呼びかけてお
り、再診費用や通院に伴う交通費
を含めた代替薬の費用について
は、製品を販売している各社が負
担するという。
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